
神
津

た
け
し

立憲民主党公認

暮
ら
し
の
不
安
を
安
心
に

物
価
高
に
手
厚
い
支
援
を

格
差
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

男
女
、
雇
用
の
正
規
・
非
正
規
、
雇
用
環
境
、
賃
金
、
都
市
と
地
方
等
々
、

格
差
と
差
別
の
な
い
公
正
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

特
に
女
性
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

一
部
の
人
だ
け
に
富
が
集
中
す
る
悪
循
環
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
の
声
に
真
摯
に
応
え
る
こ
と
こ
そ
、
政
治
の
も
っ

と
も
大
切
な
使
命
で
す
。

物
価
高
は
国
民
生
活
に
大
き
な
痛
み
を
与
え
て
い
ま
す
。

年
金
生
活
者
や
所
得
の
少
な
い
人
に
は
、
手
厚
い
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。 

地
方
で
頑
張
る
中
小
企
業
の
雇
用
の
安
定
と
、
賃
金
の
底
上
げ
を
目
指
し

ま
す
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
働
く
た
め
に
も
、
教
育
の
無
償
化
・
医
療
・
介
護
・
保
育
・

障
害
福
祉
等
の
家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、 

所
得
の
向
上
と
、

子
育
て
手
当
の
充
実
で
、
生
活
基
盤
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

● 

格
差
の
な
い
公
正
な
社
会
を

● 

所
得
の
向
上
と
、
生
活
基
盤
の
安
定
を

人
口
減
と
少
子
化
は
深
刻
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
は
地
方
か
ら
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
方
を
守
り
元
気
に
す
る
た
め
に
も
、
権
限
も
財
源
も
地
方
に
移
し
、

地
域
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
魅
力
あ
る
地
域
を
創
り
出
す

真
の
地
方
分
権
が
必
要
で
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興
と
観
光
等
の
豊
か
な
地
域
経
済
の
基
盤
を
強
化
す
る

と
と
も
に
激
甚
化
す
る
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

農
家
に
対
す
る
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
拡
充
・
復
活
し
ま
す
。

● 

人
口
減
に
は
真
の
地
方
分
権
を

こ
う

づ

このままでいいのか

責任もけじめもない
国民の声が届かない、痛みも感じない

こんな政治は もういらない

信頼と希望に満ちた国民の政権を

日本は大きく変わります

国民の力で 新しい政権を

政権交代で、政治は動き

X（Twitter）

神 津  健


